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令和 3 年度あおもりウィメンズアカデミー地域女性リーダーコース 

実施要項  

１．目  的  

     地域におけるさまざまな課題を男女共同参画の視点を踏まえて解決するため、政策や方針決定
の場に参画し、審議会等委員として活躍できる女性や、人口減少社会に向けた青森県型地域共生
社会形成のために活動できる女性人財を育成するとともに、それぞれの地域でのネットワークづ
くりを目指します。  

     講座内容は、講義、ワークショップ、男女共同参画の視点に立った課題の把握や分析、改善に
向けた取り組みの実践プログラムを企画・立案する形式も経験しながら提言能力の向上を図り、
地域の女性のエンパワーメントにつなげます。  

  

２．主  催  青森県  

  

３．共  催  南部町  
  

４．運営主体  青森県男女共同参画センター  

（指定管理者 未来へつなぐネットあおもりグループ）  

  

５．会  場  南部町農林漁業体験実習館チェリウス 研修室・体験実習室 他  

  

６．期  間  令和 3 年 7 月から令和 3 年 11 月  

  

７．募集人員  10 名程度（開催市町村を中心に、所属する地域ネットワークの中から）  

  

８．対  象  ・県内在住の女性（18 歳以上）  

・学習した成果を活かし、地域づくりやまちづくり等に積極的に取り組んでいきた 

いと考えている方  

・原則として全講義受講できる方  

  

９．選  考   申込書により審査し、結果について本人に通知します。  

  

10．プログラム  別紙参照  

  

11．受 講 料    無料（※講義及び選択講座の受講・聴講に係る交通費は自己負担）  

  

12．託  児   あり（１歳半～未就学児）※要予約  
  

13．応募方法  （１）提出書類   受講申込書  

（２）申 込 先   青森県男女共同参画センター  

〒030－0822 青森市中央 3 丁目 17－1  

TEL 017－732－1085  

FAX 017－732－1073  

（３）申込締切日 令和 3 年 7 月 1 日（木）必着  

  

14．修了要件   全講座の７割以上（8 単位中 6 単位）の受講  

  

15．そ の 他 ・受講申込書には、応募動機を記載してください。  

・全講座７割以上の単位取得者には、「修了証」を授与します。  

・全講座出席者には「皆勤賞」を授与します。   



月日 時間（予定時間） 場所

13：50～14：50
（60分）

休憩5分

14：55～15：25
（30分）

休憩5分

15：30～16：30
（60分）

13：30～14：25
（55分）

休憩5分

14：30～15：30
（60分）

休憩5分

15：35～16：30
（55分）

13：30～14：30
（60分）

休憩5分

14：35～16：30
（115分）

4
10月28日

（木）
13：30～16：30

（3時間）
南部町役場
3階委員会室 2

10月29日
～

11月20日
― ―

13：30～14：30
（60分）

休憩10分

14：40～15：10
（30分）

休憩10分

15：20～16：00
（40分）

単位計 8

＜ゲスト＞工藤祐直さん
南部町長

＜講師＞
岩本 ヤヨエさん
一般社団法人男女共同参画地域
みらいねっと　理事

○地域課題の解決策を考える②

○地域課題の解決策を考える①

○町長との交流

講師・ファシリテーター等

1 2
7月8日
（木）

南部町農林漁業
体験実習館
チェリウス

研修室・体験実習
室

○「はじめてのZOOM講座」
＜講師＞蝦名 晶子さん
ディーシーティデザイン代表

◎開講式・オリエンテーション・
アイスブレイク

13：30～13：50
（20分）

回 単位
開　催

講座内容

青森県男女共同参画センター職員

8月20日
（金）

2
南部町役場

3階大会議室・委
員会室

2

3 2
9月30日

（木）

オンライン開催
（新型コロナウイ
ルス感染対策の

ため）

5
11月25日

（木）

南部町役場
いちょうホール

・町民室

○地域課題の解決策の発表

○交流会

公開講座
○演題「女性のチカラで地域を元
気に」

＜講師＞島 康子さん
（津軽海峡マグロ女子会 青森側と
りまとめ役）

男女共同参画の理解講座
＜講師＞高橋 一枝
青森県男女共同参画センター部長

令和3年度あおもりウィメンズアカデミー地域女性リーダーコース　プログラム

＜出席＞
関係市町村職員等
＜ファシリテーター＞
青森県男女共同参画センター職員

○修了式
＜出席＞
青森県及び関係市町村職員等

○フォローアップ
（発表に向けたフォローアップ）

青森県男女共同参画センター職員

＜講師＞
岩本 ヤヨエさん
一般社団法人男女共同参画地域
みらいねっと　理事

○地域課題の解決策発表準備

〇地域課題の解決策作成（グルー
プワーク）

＜講師＞
岩本 ヤヨエさん
一般社団法人男女共同参画地域
みらいねっと　理事

○地域課題のリサーチ講座

＜講師＞
岩本 ヤヨエさん
一般社団法人男女共同参画地域
みらいねっと　理事

-2-
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第１回 令和 3年 7月 8日（木）13:30～13:50 

開講式 

 

 

 

 今年度は新型コロナウイルス感染症対策として、かぎられた

定員での開催となりました。 

令和 3年度「あおもりウィメンズアカデミー 地域女性リー

ダーコース」開講式にあたり、青森県青少年・男女共同参画

課、小坂秀滋課長より「新型コロナウイルス感染拡大は、特に

雇用や生活面などで女性への影響が懸念されています。こうし

た中で、若者や女性の県内定着を図ること、年齢に関わらず、

一人ひとりが能力を十分に発揮できる環境を整えていくこと、そして、多様な生き方や働き方を選択で

き、それを認め合う社会を実現することがますます大切であると考えています。本日から 11月までの

講座において、自らの意識と能力を高めるとともに、受講生の皆さまでお互いに交流を深め、楽しみな

がら、ひとつでも多くの発見や気づきを得ていただきたいと思います。」と代読にてご挨拶をいただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南部町役場住民生活課の石橋一史課長からは「男女共同参画は、少子高齢化の進行や生産年齢人口の

減少など、社会情勢の変化に対応していくうえで、非常に重要な課題であり、家庭や職場、地域社会に

おいて、性別や年齢にかかわらず、役割を分担し男女がお互いの人権を尊重しながらともに責任を分か

ち合い支え合うことの大切さを理解していく意識づくりの醸成がますます重要になってきているところ

であります。受講生の皆さまがお互いに情報交換し、情報の共有をしながら、活発な意見交換がおこな

われるよう、町としてサポートにつとめ、一緒に勉強してまいりたいと思っております。受講生の皆さ

まにとって実りある研修となることをご祈念申し上げます」とご挨拶いただきました。 

挨拶 青森県青少年・男女共同参画課 課長 小坂 秀滋 

南部町役場 住民生活課 課長 石橋 一史 
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第１回 令和 3 年 7月 8 日（木）13:50～14:50 

【公開講座】女性のチカラで地域を元気に 

 

 

 

 

 

【講演概要】 

「まちおこしゲリラ活動」のきっかけとはじまり 

Uターンし、大間町を見たとき、「その土地の特徴がしっかり

ある」。その濃さに「かっこいいなぁ」と感じ、この土地でなん

でも挑戦していけるという気持ちが湧いてきました。 

平成 12年「あおぞら組」を結成。「自分たちがおもしろがっ 

てやっていけることを、やっていこうじゃないか」とフェリー埠

頭で大漁旗を振って出迎える「旗振りウエルカム」をスタート。 

「理屈こねる前にまんず動け」を自分たちの行動原則にしてまち

おこしゲリラ活動をしています。 

いばる×ひろげる×つなげる 

自分たちの地域の良い所をいばる、そしてひろげていく、その良さをつなげていく活動を展開してい

ます。大間-函館間フェリー存続のため、周辺市町村とつながり、下北の魅力を函館市に PRし、観光

まちづくりの発信のため、鯉のぼりではなく全長 10ｍの「まぐろのぼり」を作製しました。五稜郭タ

ワーでは毎年子どもの日に巨大まぐろのぼりが泳いでいます。 

本気度が人を動かす 

 フェリー航路を盛り上げる中核メンバーとして、平成 22 年には大間高校に非公式ゲリラ部が発足し

ました。平成 25年 4月 5 日、新しくなった大函丸を迎えるため「100人旗振りウエルカム」を企画

し、高校生や町の人たちを巻込み、当日は 500人が旗振りに参加し盛況となりました。 

おもしろくて×食っていけて×地域のためになる 

 「おもしろくて×食っていけて×地域のためになる」をモットーにあおぞら組の収益部門を株式会社

化し、Ｙプロジェクト㈱を設立。 

平成 26年、北海道新幹線開業にむけて、津軽海峡マグロ女子会が誕生しました。縦割り、上下関係

はなく、お互いを尊敬しながら競争していく、90 名ほどの多彩なメンバーが集まっています。その思

いが飛び火し、現在では関門海峡に「フク女
じょ

」、北海道の後志
しりべし

に「しり女
じょ

」、八戸に「はづのへサバ嬢」

が誕生しています。楽しく続けていくためには、特定の人だけが頑張りすぎない（負担のシェア）、エ

リア単位でプロジェクトを出たり入ったりできるゆるやかさを大切にしています。 

リーダーは引っ張るのではなく、お互いが win win winになれるよう調整するまとめ役です。 

＊＊＊受講生の感想＊＊＊ 
・“理屈こねるまえに、まず動け”耳が痛い一言です。できない理由をさがすのであれば、 

できる理由も見つけられるのでは…そんなことが頭をよぎりました。 

【講師】島 康子さん  

青森県大間町生まれ。慶応大学法学部卒業後、(株)リクルートに入社。東京、仙台での生活を経て平

成 10 年にＵターン。平成 12 年 2 月、まちおこしゲリラ集団「あおぞら組」を結成。 

受賞歴 ◎平成 26 年度グッドデザイン賞（あおぞら組） 

◎平成 27 年度ふるさとづくり大賞 総務大臣賞 

◎平成 27年度青森県いきいき男女共同参画社会づくり表彰 奨励賞 
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第１回 令和 3年 7月 8日（木）14:55～15:25 

男女共同参画の理解講座 

 

男女共同参画社会はなぜ進まないのか 

 男女共同参画は国の最重要課題と言われています。なのに、

なぜ進まないかというと「性別による固定的役割分担意識」「無

意識の偏見」が根強くあるからです。 

「人口減少」・「少子高齢化問題」について 

 青森県は人口が前年より 1万 6千人程度減少しており、毎年

これに近いペースです。これは南部町や五戸町の人口に近い数

字ですから、毎年一つの町が消えていくペースです。合計特殊

出生率というのは女性が一生のうちに何人子どもを産むかという数です。夫婦は 2人ですから２．０あ

れば維持できそうですが、15歳までに亡くなる方もいるので２．０７か２．０８なければ人口は維持

できないといわれています。2019年のデータでは、青森県は１．３８しかなく減少が止まらないとい

うことです。 

「労働問題」について 

 以前は専業主婦世帯が多かったが、24年前から逆転し、共働き世帯が全体の３分の 2以上になって

います。女性は、仕事、家事、育児、介護と全部が乗っかっている状態です。 

「地域活力の低下」について 

 どの地域も女性の自治会長が 1割にも満たない。方針決定過程が特定の性別、年齢で占められている

と、災害時の対策等に多様な配慮が行き届かないため、女性の意見や様々な年代を取り入れていく必要

があります。 

「ジェンダーギャップ指数」 

 156か国中 120位。日本は先進国最下位です。経済、教育、健康、政治の 4項目で、日本は特に

経済と政治の分野がものすごく低くなっています。政治の分野をみてみると、女性議員の比率が非常に

低く、女性議員ゼロ議会の多い県、全国 NO1は青森県です。経済の分野では男性が給料を 100もら

えるとすると、女性は７６．９％しかもらえない。勤続年数が長くなるにつれて格差が開いていき、全

体的に女性に厳しい状況です。 

一人ひとりが自分らしく輝いて生きられる男女共同参画社会って？ 

 男女共同参画の視点とは「あらゆる事柄において、一方の性に偏っていないか、一方の性のみ不利益

を被っていないか」という視点です。男性だけに経済的責任を担わせない、女性にだけ家事、育児、介

護を担わせない。そして、男性の長時間労働の問題が改善されれば、男女共に働きやすい職場になりま

す。そうすると仕事と家庭生活が両立でき、女性のキャリア形成、男性の家庭参画もかない、それによ

り男女の地域参画も可能になりますし、少子化対策にもつながっていきます。男女共同参画社会は、女

性にとっても男性にとってもマイノリティの方にとっても、生きやすい社会です。 

 

【講師】青森県男女共同参画センター部長 高橋一枝 

＊＊＊受講生の感想＊＊＊ 

・自分の言動が相手を傷つけていないか、性別で相手や物事を判断していないかを考えるように

している。 

 



- 6 - 

 

第１回 令和 3 年 7月 8 日（木）15:30～16:30 

はじめての Zoom 講座 

 

 

 

 

 

パソコン環境・ブラウザについて知っておこう 

 自分のパソコン環境を知っておくことで、トラブルがあった場合の解決策につながることがあるた

め、「OSは何か」「バージョンは何か」確認をしておくことをおすすめします。アップデートは必須。

ブラウザとはインターネットをするためのソフトウェアのことで「マイクロソフトエッジ」「インター

ネットエクスプローラー」他があります。「インターネットエクスプローラー」はサポートが終了する

ため、使わないようにしましょう。 

パスワードはしっかり管理で不正ログインをふせぐ 

 パスワードを簡単にしていることで、利用しているインターネットサービスのアカウント情報（ID、

パスワード）が盗まれたり、推測されることで、不正ログインされてしまいます。できれば使いまわさ

ないことをおすすめします。ネットで漏洩しているパスワードを検索できるので、入力してチェックす

ることができます。多要素認証というものが増えてきているので、サービスとしてその機能がついてい

るなら利用することをおすすめします。 

公衆 Wi-Fi に気を付けよう 

 パスワードを入力して利用する公衆Wi-Fiは安全ですが、接続がオープンになっている Wi-Fi では、

自分の ID やパスワード、個人情報は入力をしないようにしましょう。 

オンラインツール（Web 会議ツール） 

 オンラインツールには Zoomの他に Microsoft Teams、Google Meet等多数あります。最大参加

可能人数や参加者のログインが必要かなど、それぞれ機能に違いがあります。オンライン会議をすると

きのマナーとして、カメラの角度や距離、背景の映り込みを確認。静かな環境で、ゆっくり、はっきり

話す。自分が話すとき以外はマイクをミュート。ネットワーク環境の良い場所で参加しましょう。 

Zoom を使ってみよう 

 Zoom は自動でアップデートされないため、アップデートの確

認が必要になります。ホストができることは、ミーティングの主

催、ミーティングの録画、ブレイクアウトルームの管理です。参

加者のできることは、ミーティングに参加（ユーザー登録不要・

スマホから参加の場合はアプリが必要）。ホストと参加者双方が

できることは、画面共有、チャット、バーチャル背景、ミーティ

ングの終了があります。 

＊＊＊受講生の感想＊＊＊ 

・職場で Zoom を使った会議やセミナーに積極的に参加できるようになった。 

・Zoom の操作に自信がもてた。 

 

【講師】蝦名晶子さん ディーシーティーデザイン 代表 

生まれも育ちも、現在の活動拠点も青森県青森市。地元青森のショッピングセンターの販

売促進課でマーケティング・共同販促・広告・イベント企画・ディスプレイ等に携わる。 

2004 年「ディーシーティーデザイン」を設立。デジタル媒体および紙媒体の企画から運

用までを行っている。NPO 法人あおもり IT 活用サポートセンター 理事／NPO 法人あお

もり男女共同参画をすすめる会 理事 
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第 2回 令和 3年 8月 20日（金）13:30～16:30 

地域課題のリサーチ講座・地域課題の解決策を考える① 

 

 

 

 

◆地域課題のリサーチ講座・地域課題の解決策を考える① 

講師がこれまで取り組んできた活動の紹介から、小さな意見や雑談が行政に届き、実現したエピソー

ドをうかがい、受講生の皆さんがこれから企画する解決策のヒントをいただきました。 

地域のお宝を探してみよう！ 

 他の地域の人に自慢したい「人」、「食べ物」、「場所」、「行

事・まつり・風習」と 4つに区切り、受講生それぞれが、自分

の町の自慢したいところを出し合い、意見を話し合うことで新

しい発見をしていました。 

その後、地域の困りごとを受講生で出し合い、共有。その困

りごとの中から関心のあるものを話し合い、どのような形で解

決していけるか、たくさんの意見や気づきが発表されました。 

町長との交流 

 

 

◆町長との交流  

町長のこれまでの体験や仕事から感じた男女共同参画に対する思

いをお話いただき、「女性が活躍する地域は力強く、同じ思いの人

が 3人集まれば必ずできる」とエールをいただきました。 

南部町の男女共同参画の取り組み 

 策定した計画の進捗をチェックし次につなげることが大切。一人

ひとりの人権が尊重され、自らの個性が発揮され、多様な生き方を

自由に選択し、豊かさを享受できる社会を実現していきたい。 

安心・安全な子育ての施策 「0歳から大学生まで希望すれば必ず何らかの支援をします」という、

切れ目ない子育て支援の構想をもとに、様々な施策に取り組んでいます。 

 

＊＊＊受講生の感想＊＊＊ 

・町の良いところ、困っているところを改めて考え、皆さんの意見を聞く事ができ、いろんな発

見があり、貴重な時間でした。 

・南部町の子育て支援が本当に素晴らしく、とても助かっている。 

岩本ヤヨエさん  

三沢市のご当地ヒーロー「海鮮野郎ホッキーガイ」を誕生させたほか、男女共同参画の意識啓発、

まちづくり活動、ジェンダー視点の地域防災等を積極的に推進。多岐に渡り県内で活躍中。 

平成 27年度青森県いきいき男女共同参画社会づくり「女性のチャレンジ部門」奨励賞受賞。 

【ゲスト】南部町長 工藤祐直さん 
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第 3 回 令和 3 年 9月 30 日（木）13:30～16:30 

地域課題の解決策を考える②・地域課題の解決策作成 

 

◆地域課題の解決策を考える② 

第 3 回は、新型コロナウイルス感染対策として Zoom を活用しての講座となりました。欠席予定だ

った受講生も自宅から参加でき、受講生全員そろっての受講となり、オンラインの良さを活かすことが

できました。 

わたしもできる！いいアイディア発想のコツ 

 講師が取り組んでいる、三沢市の「ホッキーガイプ

ロジェクト」の立ち上げから現在について紹介。実際

に企画し運営していくまでのノウハウをお話いただき

ました。 

企画するときの具体性、センスある企画力を身につ

けるポイント等に着目し、実際に企画書にどんなこと

を書き込むかを具体的に説明いただきました。 

企画する時の具体性 6W3H 

When いつ（季節・曜日・時間） 

Who    だれが 

What  なにを（内容） 

How long いつまでに（スケジュール） 

How      どのように（進め方の工夫・こだわり・技術） 

How much いくらで（予算） 

センスある企画力を身につける 

〇アイディアは知識と情報の蓄積があってひらめくもの 

〇自分が心からやりたいアイディアに勝るものはない 

〇アイディアは必ず実現する 

◆地域課題の解決策作成 

受講生の関心のある企画からテーマごとに別れ、それぞれのチームで意見を出し合い、活発に話しあ

いがおこなわれました。解決策作成に向け具体的なイメージを持ち、チームのメンバーと企画書に書き

込む内容を詰め、共有する時間となりました。 

 

 
＊＊＊受講生の感想＊＊＊ 

・和やかなのに、意見はどんどん出るという空間が新鮮でした。 

・楽観的に「なんかやれそう」と思える心強いメンバーに出会え、良い出会いに感謝。 

・思いの共有やアイディアを出し合うことで、企画を具体化することができた。 

 

Where どこで（会場・対象エリア） 

Whom だれに（ターゲット） 

Why  なぜ（目的・目標・ねらい） 

【トータルコーディネーター】岩本ヤヨエさん  
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第 4回 令和 3年 10月 28日（木）13:30～16:30 

地域課題の解決策発表準備 

 

これまでの講座を通して、興味をもった地域課題の解決策について、受講生が 2チームにわかれ発表

準備の作業をすすめました。 

チーム名「やすみっこ実行委員会」 

 子育て中のママたちが、子どもを遊ばせながら交流する場所。特に雨天など「屋根のある遊び場」が

ないという地域課題の解消のため、具体的な解決策として町の施設を利用した「軽食＆フリースペー

ス」の提案にむけて準備をしました。費用の面で、助成金を申請することも視野にいれ、メンバー同士

企画の実現と発表に向け熱心に話しあいをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

チーム名「なべまる子ちゃん」 

 観光・ドライブ・移住などその町に行って一番頼りにする Google検索で地域の情報が少なく、魅力

を伝えられていないという課題に気づき、南部町に 1000 カ所のポイントを見つけて GoogleMapに

掲載する取組を提案。実現にむけて GoogleMapに掲載する方法を学ぶキックオフセミナーの開催準備

など、意欲的に取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊受講生の感想＊＊＊ 

・前回十分準備をしたつもりだったが、見直すと落とし穴がたくさんあり、再度構築をすすめた。

そこで更にアイデアが浮かび、ブラッシュアップできる時間となった。 

・受講生の他にも、いろいろな人たちを巻込むようなプロジェクトにしていきたい。 

・リスクやメリットを問わずにサポートをしていただき、アカデミーを受講する意義を感じた瞬

間でした。 

 

【トータルコーディネーター】岩本ヤヨエさん  
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 令和 3年 10月 29日（金）～11月 20日（土） 

発表に向けたフォローアップ 

 

地域課題解決策の発表会にむけて、それぞれのチームが決めたテーマについて、キックオフセミナ

ー、プレオープンと実際に活動をスタートさせ、提案をするための学びを深めました。 

「なべまる子ちゃん」チーム 11月 9日（火）10：00～12：00 

「1000ピンプロジェクト」キックオフセミナー GoogleMapにピンを打とう！開催 

オンライン講座として、講師に一般社団法人シビックテック・ラボ

代表市川博之さんをお迎えし、GoogleMap上に情報を掲載すること

で、解決される地域課題や、ユーザーが求めている情報、相乗効果、

実際にマップにピンを打つ情報掲載の方法などをご講義いただきまし

た。 

・GoogleMapにピンを打つことで解決される地域課題は何か 

・GoogleMapのユーザーはどのような情報を求めているのか 

・GoogleMapにピンを打つことで起きる相乗効果 

・GoogleMapにピンを打つ活動（事例） 

・実際に GoogleMapにピンを打ってみよう！（実践） 

・Q＆A 

「やすみっこ実行委員会」チーム 11月 23日（火）11：00～14：00 

軽食＆フリースペース「やすみっコ」プレオープン 場所：南部町ふれあい交流プラザ 

プレオープン当日にむけて SNSで情報を発信し、周辺の子育て世代

のママ、パパに PR。当日も会場の様子を SNSで配信し、多くの方に

ご利用いただきました。 

 子どもの遊び場の他、軽食販売、飲食スペースを準備。子どもたち

が自由に、「あそぶ・走る・たべる」ができ、軽食販売には受講生が三

戸町のパン屋さんに交渉、ご協力をいただきました。 

場所が三戸駅前ということで、子どもたちと小旅行気分で電車にの

って来場いただいた親子もおり、地域の施設の良い点を活かすことが

できました。 

【参加人数】子ども約 20人 大人約 15人 

 

 

 

 

＊＊＊受講生の感想＊＊＊ 

・新しいピンを打つことばかり考えていたが、今掲載されている情報を更新していくことも大切。 

・継続的に施設を利用していくには、申請の条件が少しハードル…。 

青森県男女共同参画センター職員 
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令和 3 年 11月 25 日（木）13:30～14:30 

地域課題の解決策の発表 

 

【 提 言 】みんなのあそびば 

 軽食＆フリースペース「やすみっコ」 

◆現状と課題 

・雨の日、雪の日、子どものあそび場がない！ 

・既存の室内スペースは、日祝は休み。活動に時間がかかり親同士

の交流がない。遊具ごとに年齢制限。コロナで町外の利用を断られ

ることもある。 

・行き場に困っているママたちがいる。 

◆解決策を考える 

～軽食＆フリースペース「やすみっコ」のコンセプト～ 

・日曜日または祝日の開催を予定。 

・子ども同士の関わりのあるあそびを設定しよう。 

・親も子も、自由な時間を友だちと、めいっぱい。 

◆実現にむけて 

・プレオープンに向けて施設の使用料減免許可をいただき、使用

料がかからず利用できた。 

・雨や雪の日に施設を利用したい。そのためには 7 日前までの申請は少しむずかしい。 

・おもちゃの搬入、撤去。プレオープンではメンバーが手持ちのおもちゃを持ち込んだ。可能であれば倉

庫に保管できればかなり負担が少ない。 

・プレオープンには八戸市、三戸町など南部町周辺の方が参加し、すでに次回開催の要望があり、楽しみ

に待っています。次回 12 月 26日（日）に開催予定。 

【 感 想 】関係市町村の職員よりさまざまな感想がよせられました。 

◆出席者 

南部町長 工藤祐直 

南部町交流推進課／南部町健康こども課／南部町生活住民課／八戸市観光課／八戸市市民連携推進課 

 トータルコーディネーター 岩本ヤヨエ 

・行政の手が届かなかったところ、今後無理なく継続していく仕組み作りが大切になると感じた。 

・子育てをする中でみえてきた課題に取り組んでいた。実際にやってみて、また新しい課題が見えてきた

というところ、その点がクリアになっていくことで子育て支援が充実すると感じました。 

 

 

 

やすみっこ実行委員会チーム：工藤愛（南部町）・四戸美代子（南部町）・東澪（南部町） 
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令和 3 年 11月 25 日（木）13:30～14:30 

地域課題の解決策の発表 

 

 

【 提 言 】1000 pins project  

◆現状と課題 

 移住者や観光客が、行きたい場所を検索するときに、頼りにするのが GoogleMap。そのマップの情報

が充実していないことにより…。 

・行きたいけど場所がわからない。 

・お店が閉店していた。 

・営業時間外だった。 

・行きたいところに行けない！ 

◆解決策を考える 

・自分たちで南部町に 1000 本のピン  を立て、GoogleMap

上に目じるしを立て、情報を掲載していこう。 

・予算ゼロ！スマートフォンやパソコンで簡単にできる！ 

◆実現にむけて 

・観光客は事前の情報収集、移住者はライフライン等の情報が役立つ。 

・有名なお店や観光地はすでに掲載されているが、情報を新しいものに更新し信頼性を高める。地域に住

む人だからできること。 

・メンバーが無理せず楽しんで、ピンを立てたくなったときに立

てる。 

・1st ミッション、2021 年 12月ピン立てスタート。南部町の

鍋の日、「フーフー」にかけて目標 22本。まずはメンバー4人で

5 本ずつ。「#なべまる子ちゃん」をつけて SNSへ投稿。 

・2 月 22 日に 22 本目を立てる。その様子をプレスリリースし

取材してもらい仲間を増やす。 

・2ndミッション、名久井岳の標高 615m にちなんで 615本。 

・3ndミッション、1000 本！目標達成。 

【 感 想 】関係市町村の職員よりさまざまな感想がよせられました。 

◆出席者 

南部町長 工藤祐直 

南部町交流推進課／南部町健康こども課／南部町生活住民課／八戸市観光課／八戸市市民連携推進課 

 トータルコーディネーター 岩本ヤヨエ 

・ピンが増えることで情報の更新が大変になりそうですが、世界中から情報を掲載でき、なべまる子ちゃ

んになれる点でクリアしていける。予算がかからず、南部町のファンが増えていくすばらしい企画だと思

います。 

・今は店を探すにもネットで検索することが多い。自分もなべまる子ちゃんになって、23本目からは参

加したい。 

なべまる子ちゃんチーム：大村 素子（田子町）・工藤 海羽（五戸町） 

古舘 真美（八戸市）・武良 亜友美（南部町） 
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令和 3年 11月 25日（木）14:40～16:00 

修了式・交流会 

修了式 

◆青森県環境生活部青少年・男女共同参画課 課長 小坂 秀滋（オンライン出席） 

 修了にあたり、青森県青少年・男女共同参画課の小坂課長から

「地域の現状と課題を把握し、解決策を考えることに取り組んでい

ただきました。さまざまな課題に気づきながらも、マイナスのこと

ばかりではなく、プラスに感じられるような発見もあったことと思

います。なかでも講義を通して、皆さまから企画書が提出され、実

際の活動へ移されたこと、とても頼もしく感じております。その一

歩がそれぞれの地域の元気、そして青森の元気を生み出すことにも

つながっていくことと思います。」と挨拶がありました。 

◆南部町 工藤 祐直 町長 

南部町工藤町長からは「発表会では受講生の皆さんが「地域

問題の解決策を考える」をテーマに、2つの内容の充実した大

変すばらしい発表をいただきました。今回企画、立案していた

だいた経験は、今後の活動の成果につながっていくと考えてい

ます。各地域、各団体に戻られたあとも、この講座で学んだ知

識を大いに活かしていただきまして、地域の先導役として活躍

されますことを心からお祈りし、期待しております。」と期待を

込めた挨拶をいただきました。 

◆修了生代表 大村 素子 

 修了生代表の大村素子さんからは「全 5回の講座は、本当に 5

回だったのかなと思うくらい、毎回とても内容が濃く、メンバー

の皆さんとも深い交流ができました。講座を通して、楽しみなが

ら人を巻込んでいくこと、考えを聞くこと、聞いてもらうことで

自分たちの引き出しをあけてもらい、この 2チームのプロジェク

トが形になり、とても実になる時間となりました。」と講座で学

んだことを活かしつつ実際の活動へつなげていく力強い挨拶をい

ただきました。 

交流会 

交流会では、受講しての感想や今後の活動について話し、チーム

の枠を超えて、それぞれの活動を応援、参加していきたいと前向

きな意見がありました。地域で活動するひとつのチームとして絆

を深める時間となりました。 
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受講生のその後の活動の様子 

今年度「あおもりウィメンズアカデミー地域女性リーダーコース」を受講したメンバーは、その後も

地域で活発に活動をしています。その様子について掲載します。 

「やすみっこ実行委員会」チーム 12 月 26 日（火） 
軽食＆フリースペース「やすみっコ」開催 場所：南部町ふれあい交流プラザ 

前回好評だったプレオープンに続き、いよいよメンバーたち待望の”軽食＆フリースペース「やすみ

っコ」”がオープンしました。 

参加した子どもたちはすでに定着しつつあり、ママ、パパ、子どもたちそれぞれの仲間作り、居場所

作りの場となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なべまる子ちゃん」チーム  

「1000 ピンプロジェクト」 

 1stミッション、南部町の鍋の日、「フーフー」にかけて目標 22本。どこにピンを立てていくか、メ

ンバーとミーティングの予定です。メンバーそれぞれが情報を集めて活動中。今後の広がりにご期待く

ださい！ 

パパさんや偶然居合わせた役場職員さんが除雪作業
を行ってくださいました。 

みんなで休憩したり、遊んだり自由に過ごします。 

忙しいママ、パパの負担を軽減するコーナー。昼食を
持参できなくても大丈夫。 

こ
ど
も
園
に
チ
ラ
シ
を
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予
定
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よ
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